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第2章 事業実施想定区域及びその周囲の概況    

（地域の概況） 

2.1 地域の概況 

上田地域広域連合を構成する市町村は長野県の東部に位置しており、図 2.1-1に示すとおり

である。 

長野県は、豊かな自然環境、生物多様性を有しており、事業実施想定区域のある上田市には、

北は上信越高原国立公園の一部である菅平高原、南は八ヶ岳中信高原国定公園に指定されてい

る美ヶ原高原等2,000m級の山々が広がっている。また、佐久盆地から流れ込む千曲川が上田市

の中央部を東西に通過し、周囲の山々を源流とする依田川、浦野川及び神川等が千曲川に合流

し、長野盆地へと流れている。 

気候は、昼夜、冬夏の寒暑の差が大きい典型的な内陸性の気候であり、年間の平均降水量が

約900㎜と全国でも有数の少雨乾燥地帯である。 

事業実施想定区域及びその周囲は既に改変された場所であり、事業実施想定区域の周囲は

「市街地」や「緑の多い住宅地」、「水田雑草群落」が広い面積を占めている。事業実施想定区

域と隣接している千曲川の河畔では、「ニセアカシア群落」が広範囲を占めている他、「ヤナギ

高木群落（ＩＶ）」や「ヤナギ低木群落（ＩＶ）」、「カワラヨモギ群落」、「ツルヨシ群集」とい

った河川特有の群落が分布している。事業実施想定区域周囲の北には虚空蔵山や太郎山、南東

には小牧山、南西には半過城山といった山地があり、これらの山地には「ヤブツバキクラス域

代償植生」である「クリ－コナラ群集」や「ブナクラス域代償植生」である「アカマツ群落（Ｖ）」、

「カラマツ植林」が広く分布している。 

事業実施想定区域及びその周囲の主要道路としては、群馬県高崎市と新潟県上越市を結ぶ一

般国道18号線の他、一般国道141号線及び一般国道144号線があげられ、鉄道は、北陸新幹線や

しなの鉄道線、上田電鉄別所線があげられる。 

また、上田城跡公園や半過公園、虚空蔵山といった人々が集まる場所がある。 

なお、第2章 地域の概況では、主に既存資料等による調査であり、調査範囲としては第1章

事業計画の概要で示した予備調査（地域の概況）の範囲を基本とし、必要に応じて上田地域広

域連合の構成市町村の資料もあわせて整理することとする。 
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図 2.1-1 事業実施想定区域及び関係市町村の位置 

 

 

 

凡 例 

上田地域広域連合 

構成市町村 


